お客様ご相談な口 


修理•お取り扱い•消耗品や部品ご購入などのご相談は、 
まずお買し、上げの販売店にお問い合わせください。 

ご転居やご贈答品などでお困りの場合は、弊社の窓 □ 
r お客様ご相談センター」にお問し、合わせください。 
所在地•语話香号などは変更になることびありますの 
で、 あらかじめご了承ください。 


ホー公へーンの ci お巧 

部品•消耗品•別売品のご購入専用ページ 
http://www.zojirushi-de-shopping.com/ 


保証害 


Is 客様ご相談センタ- S 10570-01 1874 

tftwrwu 巿巧 jffi 苗なをでご巧用いただけます 

受付時间を〇〇〜1：7:00巧巧日〜金18日朋日•弊社か!!日をなく） 

• 携帯■話 • PHS • 口 ■話など(ナビダイヤルが利用できない■話） 

でのお問い合わせ . Tel (06)6356-2451 

♦ファクシミリでのお問い合わせ . Fax (06)6356-6143 

製品の「型名•お問い合わせ巧割と、お客沒の r お名前•ご住所•■話 
を号 ‘ Fax * 号 J をご記入のうえ、お問い合わせください。 

干 530-0043 大阪市化区天巧 1 T 目19ま9号 

お客様か5ご提おいただく r お名前•ご住所•電話番号など」は、數品 
のアフターサービスおよびそのをのま全点検活動のために利用させ 
ていただく場合がございますのでご了承おいます。 


コーヒーメーカー保証書 


[持込修理 


取扱説明き‘本体表ちなどのを意害きに従った使巧状態で保証期間巧に故廣した場合には、無料修理いたします。 

が品と本きをご持参のうえ、お頁い上げの販売店にお申しつけください。製雨のある場所での出張修理や製品篇送の場合は、 
出張料や輸送料などの実黄を申し受けます。 



堅名 EC-PA10 

修理メモ 

1 

お名前 な 

ご住所〒 

m 

5買い上げ曰 

年月日 

《販売店名 • 住所 

巧 

保面期間 
お頁い上げ日より 

本体 1 年 


^印欄に記入のない場合は無効となりまずので、必ずご確認ください。 


1 . ご gg • ご贈答品などでお買い上げの販売店に修理をご依頼に 
なれなし、場合は、弊社のお客様ご相談あ□にご產おください。 
を. 保証期間内でち次の場合には有料修理になります。 


(イ）使巧上の誤りや不当な修理•改造による故障および損傷。 
に）お買い上げをの翰を•移動•港 TF などによる故障および損傷。 
(八）火災•地な•水害•落雷•その他の天ぶ地変、公害•塩害- 
虫害 • ガス書（硫化ガスなど）、異巧電圧‘指定かの使用 
ち源（ち圧-周波数）などによる故障および損傷。 

(二）一般家庭用なが（たとえ(ず業務巧など）に使用された 
場合の故障および損傷。 

肺）車両-船®などに搭載された場合の故障および損傷。 
(へ）本きのご提おびない場合。 

(卜）本まにお買い上げ年月日-お客樣名-販売店名の記入 
のない場合、あるいは宇句をききかえられた場合。 

(チ）消耗品などの交換。 


3. 本さは日本国内においてのみ有効です。 
i.h 旧 warranty is valid only in Japan . 

4. 本まは盜難-火^などの不可抗力がかで紛失された場合は 
再発巧いたしませんので、大切に巧售して <ださい。 


参おぎ様にご記入いただいた記載内容は、保酬聞巧のサー 
ビス活動およびそのを①巧全点檢) ま動のために利用させて 
し、ただく場合がございますので、ご了承ください。 

•この保証まは、本まに巧巧した期間，条件のもとにおい 
て無料修理をお約束するをのです。したがって、このな 
証着によって保詔备を発行している者（な証黃任者）お 
よびそれじ I がの事業者に対するお客様の法律上の権利を 
制限するをのではありませんので、な註期間経過後の修 
理などについてご不明の場合は、お買い上げの販売店ま 
たは弊をのお客様ご旧讀媽口にお問し、合わせください。 


を ED 7 ホ-ピンな巧含な 
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愛情点検 

長年ご使用の コーヒーメーカーの 点検を！ 

の 

こお 
ん D 
なま 
症せ 
がん 
はか 

•ご使用中、コード•差込みフラグび異常に熱く 
なる 

参焦げ<さいにおいがする 
鲁製品の一部に割れ-がたつき-緩みびある 
参その他の異巧や故障びおる 

► 

ご 

使 

用 

を 

こんな症状のとさは、故障 
や事故の防止のため、必ず 
販売店に点検（有判）をご 
相談 <ださい。 


EC-PA 型 ◎©© 


^ z <3 )jirushi 


カフェポッド式] 

コーヒーメーカー 

mm. 

IEC - PA 10 型 

取扱説明書 



♦このたびはお買い上ばいたださ、まことに 
あ0びとラございました。 

♦取扱説明皇をよくお読みのラえ、正し <お 
使い < ださい。お読みになったあとは、大 
切に保管して < ださい。 

保証害つき 


家庭用 


この コー ヒーメ ー カ ー は 
「 eOmmJ のレギ ユラー 
コーヒー用ポツド専巧です。 


を<じ 


お使いになるまえに 


巧全上のご注意 . 2 

を部のなまえ . 4 

る部の扱い方 . 5 


使い方 


巧ゆてお使いになるとき . 6 

長期間使用しなかったとさヴ 

コーヒーのつくり方 . 8 


お手入れ 


お手入れ . 10 

クエン致巧をのしかた . 11 


困ったとさに 


ラまくでをないとを . 13 

こんな表示をずるとを . 13 

巧障かなと思ったとき . 14 

部品の交巧•購入についで……14 

内ぶたパッキンの交巧 . 15 

仕様 . 1已 

アフターサービス . 15 

お客様ご相談お □. 裏表が 

保証書 . 裏表が 














































































巧を上のごを意 必ずお守りくだをい 


お使いになる人や他の人への危害、財运への損きを未然に防止するため、必ずお守りいただくことを 
説明していまず。 


■誤った使い方をしたときに生じる危険や損害の程ちを、次の区分で説明していまず。 

A 死 t や重傷に結びつく恐れびある 

口内容です。 

L. 

軽傷または家屋•家財などの損害に 
結びつ<恐れびある巧容でず。 

■お守りし化だく内容を、次の区分で説明しています。 

r 

&してはいけない「禁止」内容です。 

ス 

実行しなければならない r 指示 J 内容です。 



«_ . 


参お貝い上げの製品と本まに記載したイラストは異なることがちります。 

ク 




改适はしない。また修理技術若なかの 
人は、分巧したり修理をしない 

义が’感室，けがの原因になります。 

修理はお買い上げの販売店または弊社の 
お客様ご相談窓口にご相談<ださい。 

水に涅けたり、水をかけたりしない 

ショート•感電の原因にな0まず。 


めれた手で差込みプラグを巧を差し 
しない 

感電•けがの恐れびありまず。 


抽出中に化出ロケースやトレーに度!つた 
り、手や巧を近づけない 

やけどの巧れびあります。 

特に孔幼児には触5せないよラご注意ください。 


0 

巧止 

子供だけで使わせたり、巧巧の手の 
届くところで使わない 

やけど • 感電 • けがの恐れびありまず。 


交流1 00 V なかでは使用しない 

乂災•感電の原因にな0ます。 


容器•カツフなしで使わない 

やけどの恐れびあ0ます。 

\_ 

コードや差込みプラグび傷んだり、 
コンセントの是し込みび巧いとまは 

巧用しない コンセント (**5!*^ 

感電. シヨー ト.発火き必みフラグ 
の 原因になりまず。トド 


0 コードを傷つけない 

無理に巧げたり、引っ張ったり、ねじったり、 
^ ^ まねたり、高温部に近づけたり、重いをのを載 
せたり、挟み込んだり、加工したりするとコード 
び破損し、乂災 • 感電の原因になります。 


〇 善込みプラグはコンセントの巧まで 
しっか0差し么む 

おず実施感お•ショート•発煙，発乂の原因になります。 


定宿 15 A な上のコンセントを単独で巧う 

他の器具と併巧ずると分岐コンセント部が 
異常発熱して、発乂の原因にな0ます。 


塞込みプラグの巧（プラグの先端） 
および巧の取付面にほこりが付巧し 
ている巧合は、よくふく 

乂災の原因にな0ます。 


異常•ぶ盾時には、直ちに使用を中止ずる 

そのまま使用すると発煙•発乂 •感里 • けびの 
原因になります。 

<異常 •》 巧例> 

•コードや差込みプラグが異常に熱くなる 

•コードに深い儀やをおがある 

•焦げ < さいにおいがずる 

-製品の一巧に割れ•がたつき • 緩みがある 

•コードを»かずと、通電した0、しなかったりずる 

•本体が巧形したり、 S 巧に熱い 

■本体から水や巧気びおれる 


このような*合は、ずぐに是込みプラグを 
ないて、販売店にがず点巧•修理を巧頼ずる 



0 

mm± 


使用中や使巧をしばらくは高温部に 
手巧触れない 

やけど•けび①恐れびありまず。 


0 不安定な巧所や熱に玩ぃ敷物の上では 

使用しない 火災の原因になります。 

巧止 - 

义気の近 < で使用しない 

乂災の原因にな0ます。 


壁や家具の近くで巧わない 

お気または熱で壁や家具を傷め、変色’をおの 
原因になります。 


C 使用時なかは、差込みプラグをコン 
セントか6巧く 

けび•やけど•絶縁劣化による感電•漏電义災 
の原因にな0ます。 


〇 

おず賺 


お手入れは冷めてから巧う 

高湿部に笛!れ、やけどの恐れびありまず。 


善込みプラグを抜くときは、コードを 
持たずに化サ巧瑞の差込みプラグを 
持って引を披く 


感電•ショート•発乂の原因になります。 


お巧い 


■水タンクに水ががのをのを入れない 

牛 孰や酒-コーヒー-湯など水がのちのを 
水タンクに入れると故障の原因になります。 

■直径 60 mm レギュラーコーヒー用ポッドを巧用ずる 
(直巧 44 mm エスプレッソ巧ポッドは使用でまません。） 

■水にめれたち所で使用しない 

感單の恐れがありまず。 

■涅お中にふたを開けない 

やけどの恐れびあります。 

画他のち気な器に巧気ぴ当たる巧巧では 
使用しない 

蒸気により、電気お器の义災•故障，変色，変形の 
原因になります。 

■巧出直後にレギュラーコーヒー用ポジド 
を直接触5ない 

やけどの恐れびあります。 

■受皿やトレーをはずして使用しない 

やけどの恐れがあります。 

■力ーペット • 布おのテーブルクロスの上 
では使用しない 

コーヒーび飛び散る恐れびあります。 

■運拓中に水タンクをはずさない 

■ポッド受けセットにレギュラーコーヒー用ポッド 
なが。ーヒー丘•インスタントコーヒー•な揪〇 
テイー! 0ッグなど)巧セットしない 

故巧の原因になります。 

■屋外で使用しない 

故障の原因にな 0 ます。 

■容器•カップを B いたまま、本かを動かさない 

■本体を0たな下になるところに田かない 

一度使巧すると本体内に水び残る構造のため、残っ 
た水びまって故障の原因になります。 

特に長期保管する場合はご注意ください。 

■台などか S はみ出したが巧で使用しない 

けび‘やけどの恐れびありまず。 

■抽化中や使用をしば S くはコーヒー化出口 
の下に手を入れない 

湯沸かし中やふたの開閉などで湯びたれて、やけどの 
^ 恐れびありまず。 

■本体を巧きかかえたり、傾けて巧巧しない。 
また、本体を巧倒させない 

本体巧部に残った湯び流れ出て、やけどの恐れび 
ありまず。 
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各百 B のなまス 


广このコ■ヒータ■力■のしくみ > 

直径 60 mm のレギユラーコーヒー用ポッド (1 が分のコーヒー豆を最適な巧き具合でフイルターぺ一 
パーに詰めたものを使用して、簡単にきめ細かし、泡の立つコーヒーを抽出しまず。 

♦水タンクか6本体内部の湯沸かしタンクに水を供給し、湯を沸かしたあと、コーヒーを巧出しまず。その 
ため、水タンク内の水の温嵐こ関係なく約90むの巧出温度をキープします。 

• R 夕一 KJ キーを押すと約3分で抽出び完了します。完了をブザーでお知らせします。 

•レギユラーコーヒー用ポッドに圧力をかけるのでコーヒー表面にをめ細かし、泡が立ちまず。 

V _/ 





コ-ド 


化化□ケース 


コーヒーれ出 □ 


トレー 


結まバンド 


本体持ち手 
(をも2力所） 

差込みプラグ 


巧ぶたパツキン 
巧ぶた 


ポッドをけセットを取りつける部品に 
強度の強い特殊な材料を使用して 
いるため、をがの色ムラびあります。 


S 小目巧 


•ポツド受けセット . 

(分が紀なち法一 R 10) 

ポツドスぺ—ヴ — 


ポツド受け 


参使用の巧にはコードをまね 
ているち束バンド巧はサし 
て < ださい。 

•コードはまねて使用しないで 
<ださい。 

(コードび熱 <なり、巧障の原因に 
なりまず。） 


水タンク 

0■脱式一 P .5) 


mm 


巧作部 


i 画 h 

お手入れランプ 
タンク給水ランプ 


お手入れ 


み 


—t -= 

スタート 

AUTO OFF 




瞎 


|〇;ホット 
ミ〇:アイス 


メニ 


排水， 


スタートランプ 
r スタート」キー 
- r 运源入/刷キー 


r 排水 J キー 
排水ランプ 

r メニュー」キー 
メニューランプ(ホット•アイス) 


才—トオフ巧能切りちれを巧止ずるため、最お操作を10分で自巧的に電源が切れまず。 


4 


る部の扱い方 




ふたの開閉方法 


画識豁!の i 画臨巧し、腺に 


•ポッド受けセットが取りつけ S れ 
__ていないとふたが聞まりません。^ 


持ち運び方 


必ず、本な持ち手(左ち2力巧)を持って運ぶ 



レギユラーコーヒー用ポッドの載せ方 


レギ ユラーコーヒー 用ポッドの平らな面を 
上にして、ポッド受けセットの中央に S せ 
てください。 


平5な面が上 1 

鐵 

V 

VJ '■ 1 , :] ) _J 

A 

膨れている面び下1 

〇 





喧径 60 mm のレギュラーコーヒー用ポッド専用でず。 

このマーク①つし、たレギュラー〕ーヒー用ポッドをご使用ください。 


♦破れたレギュラーコーヒー用ポッドは使用しないで < ださい。 
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巧めておないになるとを 


Ef 記の手順に従って、お使いになる前の準備をしてください。(湯沸かしタンク^を満水にしまを) 


※煮满かしタンクとは•-コーヒー抽出用の湯を温めるタンクでず。（本体内部にありまず。） 

湯沸かしタンクで湯を温めることで、最適な温度でコーヒーを抽出します。 

-度(にするとかしタンクは说こ水で满たされ把厌巧にな D ます。 


化タンクにか巧入れる 

①水タンクを本体か5はずす 

•水タンクの持ち手を持って 



③水タンクの最大目盛まで水を入れ、本体に取りつける 

•水タンクはお元まで確実に差し 
込んでください。 

根元まで差し这まないと水が入ら 
ず運転を停止することびありまず。 


1 

r 1 

が 






♦必ずは出ロケースび取0つけ6 _ 

れているか確認して<ださい。 



2ポッドまけセツトを本体に巧0つける 



•この製品は家庭用です。業務用では使用しなしでください。 

•この製品はコーヒーを作るためのをのです。コーヒー巧作ることな州こは巧用しなし巧ください。 

参箱から製品を取り出したとき、水び付着していることびあります。これは、水漏れ検査などを巧っているためで、 
十分に水分をふさ取ってしでも製品内部などに残っている若干の水が表面にでて< る現象で支障ありません。 
鲁水タンクに水仪がのもの(牛乳•酒•コーヒー•湯など)を入れると故障の原因になります。 

•初めてお使いになるときや長期間使用しなかったときは、水:タンク•ポッド受けセットなどを洗ったあと、 
排水してください。 

•使い始めのうちは、プラスチックのにおし >びすることびありますび、次第ににおいは少なくなります。 


3 容ぉ馆 S 約 160 mL ) を 

トレーの上に H < 


4 

广 


差込みプラグをコンセントに差し込み、 




を巧す 


♦排水ランプが点な、スタートランプが点該しまを 




5 I 。 ろミ； 1 1 を巧ず 点灯 一 P 


♦スタートランプび点なにかわりまず。 

願沸かしタンクへかを入れ始めまず。） 

參が n 分半衡こ湯满かしタンクが満水になり、水(約1 OOmU が出まず。 
♦水は自動的に止まりまず。（プザーでお知！5せしまず。） 
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?/1 


を巧ず 


•ランプが消なし、巧おが切れまず。 

♦差込みプラグをコンセントから巧いてくださし、。 
♦容器にたまった水は捨ててください。 


参水タンクに残った水は 
図のよラにちか5流し 
捨ててください。 


•弓怡続をコーヒーをつくる場合は、 R 扫に進んでください。 

•手順1〜5が完了してち容器に水び出てこなかった場合は、下記の要巧で「排水」を行って< ださい< 



長期巧ほ用しなかつたとき 


お使いになる前に次の手順で排水をしてくださし、。 


排水…湯沸かしタンクに水ち入れて、巧がかしタンク巧にためた水ち巧し出して巧実に水を入れかえます。 


••湯沸かし4 
湯满かし d 


クンクを留こずることではちりません。 

饭ふれた水が排ホされるため、装品では r 排水 J と表おしていまず。） 


①手順 1 〜 2を 巧う 卜 P ぶ 
⑥大きめの容器(容量約目 00 mL ) をトレーに置く 

⑤ r 里源入/切 J キーを押ず 

④巧讨 CJ キーを巧ず(排水ランフび点灯、スタ-トランフび点滅) 

⑥ r スタ—卜 J キ—を巧ず(スタ-トランフび点な、排水開始） 

鲁約1分半かけて約已 OOmL の水び出てきます。 

氷は自動的に止まります。(ブヴーて•お知らせします。） 

⑥ 「電源入/切 J キーを巧ず (ランフび消な） 

♦容器にたまった水は捨てて< ださい。 


C4) : 

{ スタート 

、 AJTOOFF 

ミ！ 

、 

点 

V 

滅 点な 一- 



y 

V 

了巧 

入/巧 

\1、 
S 灯- 

.ぶ 巧水 

V 
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コーヒーのつぐ!!)方 


水タンクに水を入れる 

①水タンクを本体か6はずず 

•水タンクの持ち手を持って 
持ち上げます。 



⑤水タンクに最ル目盛 m 上の水を入れ、本体に取りつける 


参水タンクは根元まで確実に差し 
込んでください。 

根元まで差し化まないと水び入6 
ず運乾を停止することがあります。 



•必ず吐出□ケースび取 D つけられ 
ているか確認して< ださい。 

取りつけずに抽出するとコーヒーび 
飛び散りやけどの恐れがあります。 



2ポッド受けセットにレギユラーコーヒー用ポッドを巧せ、本体に巧りつける 

® ポッド受けセットにレギユラーコーヒー用 i ③ふたを閉める 
ポツドを載せ、本体に取りつける 




直径 60 nnm レギユラー 
コーヒー巧ポッドが必 
要でず！ 


ボッド受けにポッドスべ 
ーサーを必ず取りつけ 
てください。(一 R10) 
•レギュ ラー コーヒー用 
ボッドは正しく載せて 
ください。(一 P 万） 



3カップをトレーの上に ■< 


ホットの場合 


コ_ヒーカッフ(容量お1 60m。 

•あ5かじめカップを熱湯などで 
ちたためて< ださい。 


アイスの場合 


ガラスコップ悼 S 約200のし、 
I高さ 11cm な下] 
•が)8分目まで氷を入れて < だ 
をい。 



4 差込みフラグをコンセントに差し込み、 

を巧ず 


巧源 

A/ffl 


>ホットまたはアイスランプ方 S 点な、スター 
トランフび点巧しまず。 



公 
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メこ 


を巧し、 r ホット J r アイス J を巧ぶ 


•キーを押ずごとに「ホット」 r アイス」が切りかわります。 
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0 


スタート 

AUTO OFF 


を巧ず【抽出巧巧） 


♦スタートランプが点滅かみなむにかねりまず。 

参な夕ート」キーを押してか5湯满かしタンク内の水を湿めまずので、 
抽出 M 始までが2分かかりまず。 

•巧出が完了ずると自動的に运源が切れまず。 

(ランフが消なし、ブザーでお巧5せしまず。） 




巧出星 

巧出時間^ 

ホットの巧合 

が 130mL 

お3分 

アイスの場合 

が190 mL 


•抽出呈•お出時間は目おでず。 
レギュラーコーヒー用ポッドの 
種類•水温•室温などによ0かわ 
りまず。 


参 r スタート」キーを巧さずに10 
分経遇ずると自動的にち源が 
切れまず。 


ふたを開けて、本体か5ポッド受けセットを 
はずし、抽出済みのレギュラーコーヒー用 
ポッドを捨てて< ださい。 

参金属部分や湯を含んだレギュラーコーヒー 
用ポッドは熱くなつていまずのでやけどに 
ミ主意して< ださい。 

参ふたを開けたときにポッド受けセットに残っているおがコーヒー吐出 
口から垂れる場合がありまずので注意して< ださい。 



がイスの場合、レギユラー〕ーヒー 
巧ポッドを蒸らすため、最ネ刀にか 
し出て止まり、再度抽出します。 
故障ではありません。 


•抽出中に r お手入れ J ランプが点む 
したときは•ぃイリ2 

•巧出中に r タンク搶水 J ランプが 
点滅したときは••一 R 13 


7巧用巧は ••• 

必ず善込みプラグをコンセントか5巧いて< ださい。 

•使用後は每回お手入れをして<ださい。 （-RIO) 


♦水タンクに残った水は 
図のよラに角か5流し 
捨ててくだをい。 





参抽出を中で停 a になったり誤って S 源を切った場 
合は、レギユラーコーヒー用ポッドを巧しいものに 
取りかえてやり直してください。 

•レギュラーコーヒー用ポッドは1個ずつ使用してくださし、。 


•レギュラーコーヒー用ポッドは、再使用できません。 
必ず毎回新しいレギュラーコーヒー用ポッドを使用 
してください。 

•コーヒー微ホ使えません。 


づ 


ミネラルウォーター使用時のお巧い 


•破200な上のものは使巧しないでください。 

製品内部の水管に湯アカちネラル分)が付着して、抽 
出時間が長くなつたり、最をまで抽出できなくなる場 
合がありまず。 


•できるだけ硬度100が下のものを使用してくだをい。 
•使巧中に湯满かしの音び大きくなったり、抽出時間 
が長く感じ5れました5、クエンお洗浄を巧ってく 
ださい。（一 R11) 
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お手入れ 


參必ず、是込みフラグをコンセントから抜を、本体が冷めてから始めて< ださい。 
•使用をはがずお手入れをしてください。 


参本体•コード•善込みフラグに直接水をかけたり、丸 
洗いはしないて•ください。(感呈•故障の原因） 
•食器洗い乾巧なやを器乾燥器を使用しないでくだ 
をし、。御品巧おの原因） 

参熱湯は巧巧しなし巧くだをい。煙おや割れの原邸 


•研唐剤入り洗剤 • みがを粉•たねし•スポンジの固い 
面•金属製のちのなどは使用しないで < ださい。 
(表面® i つける願） 

参シンナー•ペンジン•漂白剤•台所用中性就剤ながの 
洗剤などは使用しなし、でください。 


本化 


巧ぶた 


かタンク 
水タンクふた 
トレー 
受皿 


化出ロケース 


ポツド斑すセット 


①薄ゆた台所用中性洗剤を乾し化柔5かい補こ含ま位固く絞り、巧れをふき取る 
⑤水で絞った柔5かい布でよくふ< 

③乾し、た柔らかい巧で水分をふき取る 


めれた柔5かいスポンジで巧れをふさ取る 


①薄めた台所用中性洗剤を含ませたスポン 
ジなどで洗う 

⑤水洗いしたあと、乾いた柔6かし、布でふく 

•台所用中性洗剤 1U がの洗剤は使用 
しないでください。 



遊な 


水タンク 

'水タンクフィルターに 
異物がついていると 
をは、綿律などで取り 
瞧いてください。 


①薄めた台所用中性洗剤を含ませたスポンジ•絹棒などで洗う 
③水統いしたあと、乾いた柔らかい巧でふく 
•吐出ロケースにミちれげ付着すると、コーヒーの泡立ちげ巧る原因になります。 


①ポツド受けセットをポツド受けとポツドスペーヴーに分解ずる 
⑤薄めた台所用中性洗剤を含ませたスポンジなどで洗う 


参ポッド受けの巧は、綿棒などでちれを 
取り除しでください。 

③ 水洗いしたあと、乾し、た柔!5かい巧でふく 

④ ポッド受けにポッドスペーサーをつける 
参必ずポッドスべーヴーを取りつけてください。 

♦ポツドスべーヴーにパツキンびつし、ていることを確認してください。 


•毎回お手入れしてください。 
ポッド受けセットが巧れることで 
a 詰ま Q を起こして、巧度の原因 
にな D まず。 


ポツドスぺーヴーのはずし方。け方 


[はずし方） 
ポツドスぺ 一1 


-を r はずず」のち向へ回す 

-ポッド受け 

-ポジドスぺーサー 



ポッド受け 
の巧 


厂っけ方1 

①ポッドスぺー ヴーの 指びか0 ( 凸 
部)とポット•受けの「I」の位置を 
合わせてセットずる 
⑥ポッドスぺー ヴーの 「つける」 の 
方向へ r カチッ J となるまで回し 
て、指びかり(凸部)とポッド受け 
の「•」の位田を合わせる 

•ポッドスべーヴー裏側のポッド受け 
ノてッキンびはずれた場合は、必ず取 
りつけてください。 



指がかり 
肛部） 

ポッド受け 
パツキン 


>ボッドスべーヴーは指びかり(凸部)に爪をかけて回してください。 


コード 

是込みプラグ 


乾いた柔らかい巧でふく 
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化出□ヶースのはずし方•つけ方 


•ふたを開けてポツド受けセットをはずしてから 
行って < ださい。 


ロホずし方 I 

田:出ロケースの取っ手を 
持ち、引を出ず 


巧つ手 



b け方1 

吐出□ケースレールを本体レール(左ち2力所）に合わせて 



クエン巧洗浄のしかた 


巧の化具合が悪 < 巧出スピードがち < なったとを 


お使いいただいているラちに水の中に含まれているミネラル分が装品内部の 
水管などに付着しまず> 

これは r おアカ」といわれているもので、湯アカが付着ずるとお满かしの音が大 
を < なった D、 湯の出具合が悪 < なり、コーヒーの抽出スピードが遅 <な〇まず。 
湯アカは次の方まで取り除いてください。 


参お手入れランプが点むし 
たときは、 P.12 の r お手 
入れランプが点なしたと 
を J にがつてクエン度洗 
浄を巧つてくだをい。 


♦水質により、湯アカのつき具合はかわります。 

ミネラル分の多い水質の地域やミネラルウオ_ターなどをご使用の場合は、湯アカびつきやすくなります。 


①コップにクエン酸 5g と水100 mL を入れ、クエン度が 
水に激ブるまでよくかき混ぜる 

⑤ 水タンクを本体からはずす 

⑥ 水と①のクエン酸溶液を水タンクの最大目盛まで 
入れ、水タンクふたをずる 

® 水タンク•ポッド受け七ット•吐出□ケースを本体に®りつ 
けて、大きめの容器溶豆約60日 mL) をトレーの上に函く 
⑥差込みプラグをコンセントに差し込む 
⑥ r 巧源入/切 J キーを巧す 

③ r 排水」キーを押したあと、 r スタート」キーを押ず 
(排水開始） 

• 湯沸かしタンク内をクエン致溶巧で満たしまず。 
⑥おがされた水を捨て、再び大きめの容器をトレー 
の上に置く 

⑨ r メニュ ーJ キーを押し、 r ホット J を違ぶ 

⑩ rx 夕一 KI キーを押す おお-脂陪 B 

⑩排水された湯を捨て、大きめの容器をトレーの上に置く 
• ポッド受けセットが巧れた場合は巧って再び取り 
つけてください。 


® 水タンクをはずし、 7 火タンクのクエン致を巧を捨てて 
洗う 

® お1時間巧!■する 

@7がンクの献目醜でがかを入れ、本佈现りつける 
©r 電源入/切」キーを押ず 

®r 排水」キーを巧したちと、 r スタート」キーを巧す 
用材く開始） 

♦ 湯沸か L/5C/ ク内のクエン断巧を取り除きます0 
⑩排水された水を指て、大きめの容器をトレーの上に■く 
♦ポッド受けセットがちれたお合は洗って再び取り 
つけて< ださい。 

⑩ r メニュ ーJ キーを押し、 r ホット」を涅ぶ 
⑩ r スタート」キーを巧ず おぶ建ち巧出店！ 

® 排水された湯を捨て、大をゆの容器をトレーの上に 

置く 

⑩水タンクをはずし、®〜®を4回从上繰り返ず 
• クエンが洗をのにおいが気になるとをは、®〜®を級り 
返してください。 


參泡立ち、ふをこぼれ防止のため》社のピカポット(ポット巧容器洗を用クエン酸)巧おないくだをし、。(別売献一 Pil4 

心クエン酸(100%)は食品添加物として使用されており、衛生上無害ですび食べなしでください。_ ♦ 
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クエン致洗巧のしかた っヴま 


お手人れランプび庶打したとを 


本体内部の詰まりを横知すると、お手入れランフが点口しまず。 

♦おアカが付着しすぎると点口します。 

♦ポッドスべーヴーを取りつけずに運転した場合やかタンクを確実に 
差し込んでし、ない場合などでも庶打することがあります。 


点な点巧 


0 

お丢 An 


(ビビッX梦 


•か 


スタート 

AUTO 〇件 


お手入れランプ点む中はコーヒーをつぐることぴでをません。必ずな下の手順でクエンな洗をを行って< ださい。 


①〕ッフにクエン度 5g と水100 mL を入れ、クエン酸がかに激ブるまでよくかき混ぜる 
③かタンクを本体からはずず 

③ 水と①のクエン酸激巧を水タンクのお大目盛まで入れ、水タンクふたをずる 

④ 水タンク•ポット•きけセット•吐出□ケースを本体に取りつけて、大きめの容賴容量約1000 mL) をトレーの上に置く 
(大をめの容器が倒れないようにを意して< ださし、。） 

⑥ rx タート」キーを3砂上押す（湯沸かしタンク内をクエンお落巧で巧たし、洗淨します。） 


巧夕中 

(スタートランプが点口） 


点料片 

甲 

'1 

ふスタ—卜 

お手乂れ 

AUTO OFF 


がを時間 が0が 


※おを時間は、詰まり具合•水湿•室 
湿などによりみ少かわりまず。 

^2副こ分けてが]800 mU かしまず。 J 


(スタートランプ am 脱ランプび点な） 


点巧点巧 


(ビ— X5 醉 


T 

お入れ 

スタート 

,、 AUTO OFF 

« 源 

入/の 

〇 

タンク 
ち水 

〇ホット 

〇アイス 

メニ:!- 

Q が水 


点な 


ブザ ー( ピピッ X 5 卽び赔り、 
表示が元のままのときは… 



巴, 

气滅 

を獻れ 

: k スタート 

' AUTO OFF 


⑥ 大きめの容器に排水された水を捨て、再度トレーの上に置く 
(大きめの容器が倒れないようにを意してくだをい。） 

⑦ 水タンクをはずし、残〇のクエン度溶液を捨てて水タンクを洗ラ 
⑥ポツド香けセツトを洗って再び取りつける 

⑨ が]1時間放置ずる 

⑩ 水タンクの盼目盛までがこ•けを入れぶ体に取りつける 

⑩な夕ート」キーを3砂が上押す（湯满かしタンク内のクエン酸溶巧を取り除きまず。） 


ポツド受けセツ h を洗って手順① 
か5やり直してください。 

湯アカが巧ちをっていない可能 
性や取れた湯アカびポッド受け 
セットて•詰まつている可能性びあ 
りまず。 


すすざ中 

(スタートランプび点な） 


点灯巧巧 


© 

むま Ml 

ふスタ—卜 

AUTO OFF 

«源 

入/の 

〇 

タンク 
巧来 

〇ホット 

〇アイス 

メニコ- 

Q 排水 


点巧 


すすぎち了 (スタ—トランプが点該、排水•お手入れランプび 
消な、ホットまたはアイスランプび点な） 


消巧 ぉ殘 


T 

おき An 

スタート 

,、 AUTO 〇件 

«源 

入/の 

〇 

タンク 

嫂 

◎ ホット 

〇アイス 

メ ニュ— 

i 巧水 



消な 


この表示になると〕ーヒーをつくることができまず。 


•排水ランプが点好、スタートランプが点 S したとをは、 P.7 
恨期聞巧用しなかったとき J の手順で拼水してください。 


※洗浄時邸ま、水温•き湿などによりをかかわります。 I 
に回に分けて約目 DDmL 排水しまず。 


鲁クエン酸洗激〇においが気になるとさは、 P.1 1の®-®を 
繰り返してください。 
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ラま<でまないとを 


巧9を巧なされる前に、 
—度お巧べ < ださい。 


r こんなとをは 

お調べいただ<こと 

a し方 ] 

コー ヒーが薄い 

巧用済みのレギュラーコーヒー用ポッド 
を使っていませんか？ 

新しいレギュラーコーヒー用ポッドを使ってくだ 
さい。 

レギュラーコーヒー巧ポッドの豆が偏っ 
てし1ませんか？ 

レギュラーコーヒー用ポッドの豆を平らにな5し 
てからポッド受けセットに載せて< ださい。 

ポッド受けセットにレギュラーコーヒー用 
ポッドが正しく載せ6れていまずか？ 

レギュラーコーヒー用ポッドを正しく載せて 
<ださい。 (-P.5) 

ポッドスペーサーは取りつけ S れていま 
ずか？ 

ポッドスペーサーをポッド受けに取りつけて 
ください。（一 P.10) 

ポッドスべーサーにポッド受がてッキンは 
取りつけ5れていまずか？ 

ポッドスべーサーにポッド受けパッキンを取り 
つけて< ださい。 

コーヒーびめるい 

カップが冷めているのでは？ 

カッフを温めてから使用して< ださい。 

1杯目のコーヒーはめるくなる場合が 
ありまず。 

一ちレギュラーコーヒー巧ポッドなしで巧出し 
たあと、コーヒーの抽出を行ってくださし、。 

本製品は、レギュラーコーヒー用ポッドにち3 
そのため、若干める < 感じることがち0まず; 

旨な温度(約90で)の煮で抽出しまず。 

が異常ではあ0ません。 

コーヒーの泡立ちび 
少ない 

ポッドスペーサーは®りつけ S れていま 
ずか？ 

ポッドスペーヴーをポッド受けに取 D つけて 
ください。 (-R10) 

ポッドスペーヴーにポッド受执む/キンは取り 
っけ5れていまずか？ 

ポッドスペーサーにポッド受け/ '{ッキンを取り 
つけて< ださい。 

化出ロケースは取りつけられていまずか？ 

化出ロケースを取りつけて<だをい。 

田:出□ケース•ポッド受けセットのお手入 
れはしていまずか？ 

お手入れをしてください。 

内ぶたゾむ/キンび白く変色していませんか？ 

巧しい内ぶたパジキンと交換(有料）してくだ 
さい。卜 PJ4) 

抽出ずるとをコーヒーが 
部散る 

时:出□ケースは取りつけられていまずか？ 

吐出□ケースを取りつけて< ださい。 

吐出□ケースのお手入れはしていまずか？ 

お手入れをしてください。 J 


こんな表巧をずるとを 


f こんなとをは 

お a ベいただ < c と 

匡し方 ] 

タンクおかランプび 

点該 タンクぉ水一 

ランプ 

據ク 

雙 


水タンクに水び入っていないことをお巧 

5せしていまず。（タンク給水表ち） 

水タンクをはずして水を入れてください。 
•レギュラーコート巧ポッドを巧しいものに 
取0かえてや!:)直して< ださい。 

水タンクを確実に差し込んでいまずか？ 

水タンクを根元まで確実に差し込んで 
くださぃ。 

お手入れランプび 
点な 

お手入れ ********** 

ランプ 



クエン致洗浄の時期をお知 S せしてい 
まず。（お手入れ表示） 

クエン酸巧解してください。 

(一 R12) 

>•> 

おま An 

ポッドスべーヴーを取りつけずに運転して 
いませんか？ 

ポッドスべーサーをポッド受けに取0つけた 
ちとクエン度洗きをしてください。(-中. 12) 

水タンクを確実に差し込んでいまずか？ 

水タンクを根元まで確実に差し么んで 
クエン酸洗ををしてください。 (-P.12) 

•ホット•アイスランプが点巧 
•タンク給水•排水ランフが点な 
•タンク給水•ホット•アイ方排水 

L ランプが点灯 その他 

この組み合わせで点なずる場合は故陣でずので、お貝い上げの販売店 
または鮮社①お客様ご相談お□までご連絡ください。 
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巧盾かなとおつたとを 


修理を做8される前に、 
-ちお巧べください。 


f こんなとをは 

お B ベいただ<こと 

且し方 ] 

里 源を入れてち通坦しない 

差込みフラグがはずれていませんか？ 

差么みプラグをコンセントに是し 
込んで < ださい。 

ふたはしっかりとなまっていまずか？ 

ふたを確実に閉めて < ださい。 

なタート J キーを押しましたか？ 

なター KJ キーを巧して < ださい。 

コーヒーの 抽出が遅い 
(巧出しない） 

水タンクが浮いていませんか？ 

水タンクを確実に取りつけてください。 

ポッド受けセットにコーヒーおなどが詰ま 
っていませんか？ 

ポツド受けセツトをお手入れして 
ください。（一 P .10) 

湯アカが付盾していませんか？ 

クエン K 洗ををして< ださい。卜 P .11) 

ポッドスペーヴーは取りつけ6れていま 
ずか？ 

ポツドスペーヴーをポツド受けに 
取りつけてください。卜 P .10) 

水タンクからかが漏れる 

水タンクは確実に取りつけられていまずか？ 

がタンクを確実に取りつけて< ださい。 

水タンクをはずさずに水を入れたのでは？ 

水タンクをはずして水を入れてく辟い。 

ふたを聞めるのが固い 
(巧まらない） 

ポッド受けセットは取りつけられてし、まずか？ 

ポッド受けセットを取りつけてください。 

レギュラーコーヒー用ポッドを2巧載せて 
いませんか？ 

1かだけ載せて<ださい。 

レギュラーコーヒー用ポツドは正しく我せて 
いますかク 

レギュラーコーヒー用ポツドを正し 
<載せて< ださい。卜 P .5) 

抽出中に r ガラガラ」と音がする 

かタンクに水は入っていまずか？ 

水を最小目盛 1 U 上入れてください。 

水タンクに水があり、確実に 
取りつけているのに抽出で 
をない 

水タンク底部にあるフィルターが異物な 
どで目詰ま0していませんか？ 

綿棒などで異物を取り除いてください。 

ポッド受けセットに コー ヒーおなどが詰ま 
っていませんか？ 

ポツド受けセツトをお手入れして 
ください。 

r ぉ手入れ J ランプが点むしていませんか？ 

クエン臟ををしてください。卜 R に） 

ポッドスペーヴーは取0つけ5れていま 
ずか？ 

ポツドスペーヴーをポツドまけに取り 
つけてください。(一 R 10) 

なタート J キーを巧しましたか？ 

なタート J キーを巧して<ださい。 

巧出中に r パン J と大きな音が 
する 

ポッドスペーヴーは取 D つけ S れていま 
ずか？ 

ポツドスペーサーをポツド受けに 
巧りつけてください。（一 P .10) 

ポッドをけセットにコーヒーがなどが詰ま 
つていませんか？ 

ポツド受けセツトをお手入れして 
<ださい。 

療アカが付盾していませんか？ 

クエン函洗浄をしてください。い R 11 )J 


部品の巧巧•購入について 


参損傷した場合は、新しい部品と巧 S (有料)してください。 
•消耗品は保証期間内でを「有料」とさせていただをます。 

•お買い巧めの際には製品の型名およぴ部品名をご確認の 
うえ、お頁い上げの販売店でおまめください。 

(ホームページでのご)！■入はま表紙参照） 

レギュラーコーヒー用ポッド(別売品)をお買いあめいただけまず。 



部品ち 

部品を号 

消耗品 

巧ぶたパッキン 

BG 462008 M -00 

ポッド受けパッキン 

BG 462096 M -00 

巧口 
がロロ 

ポッドをけ 

BG 462823 A -01 

ポッドスぺーサー 

BG 4 B 2024 A -01 

別 巧 品 

ポット巧容器洗を用クエン 酸 
ピカポットほ 0 gx 4 包入り） 

CD - KB 03 -J 


レギュラーコーヒー用ポッド(別売品)は、 
こち的ちお頁いホめいただけまず。 


KEY COFFEE 通 西 保 Kfll http://www.key-eshop.com/shop/ 


14 


巧ぶたパッキンの交巧 


巧ぶたパッキンは消巧品でず。 
1年を目安にご巧豆[くだをい。 


がしい巧ぶたパッキンは、めれた柔6かいスポンジでふいてか6取0つけて<ださい。 


白難供徽•丑新レ强微織 r と 


①5本のがをはずす 
⑤ふたから内ぶたをはずず 
③巧ぷたか S 巧ぶたィてッキンをはずす 

垂ネジをな<さないで < ださい。 

①巧ぶたか巧に、巧ぶたパッキンを 
图の巧 D さっち0とはめ込む 
③巧ぶたをふたに取りつける 
③ネジ巧巧まに》めっける 

が3ぶたは、正しく取りつけてください。 

>巧ぶたノでッキンは、強い力で弓 I っ張 S ないで 
くださしん（破損の原因） 

のぶたパッキンを正し <っけないとふたと本体のすき間から湯び流れ出て 
やけどの恐れびあ0ます。 


巧ぶが(ッキンぴ白くまちずると、 
ふたと本なのすさ向か5活ぴ流れ 
出てやけどの風れがちります。 

巧ぶたパッキンを巧巧しても巧» 
や通び3■れた場合は、その他の部 
品がなんでいることがあ0まず® 
で巧社のおさなご巧な巧口にお 
因し倩ねせください。 



仕様 


型 名 

EC - PA 10 

运 源 

交流10 0 V 50/60 HZ 

コードの長を 

1 m ロムコ ー K ) 

消貧軍力 

900 W 

質 S 

約 3.0 kg 

容 屋 

最大水容置 775 mL 

がお寸ま(約 cm ) 

幅 16.5 X 奥行 32 X 高さ27 

方 式 

エスプレッソ式 

ポンプの就消巧が] 

22 W 


•この製品は、日本国内交流10 0 V 専属に投計されていまず。黃源ち圧や竜源周波数の異なるか国では使用でをません。 

また、ア フターヴーピス もでをません。 

This appliance was designed for use in Japan only where the local voltage supply is AC 100V and should not be used in other 
countries where the voltage and frequency vary. After sales-service for this appliance is not available outside of Japan. 

化产ホ巧封•が子日本因み专用巧ホを压 100 V 巧巧计，由子を国巧巧用を压巧を巧巧牵不同，巧み使用于其を巧居，巧ホ无ま巧化巧巧を后维ホ师[を， 

化ま品ちか致日本团巧專用をホ電壓 100 V 巧巧が • 由於を田が巧用電壓巧《巧な宰不同，巧かが其化化直巧巧 • ちがおまお化巧巧售後お修服巧 • 

さ别さ音智ち司4迈> 100VS 客 S さお刘马义フ1圳召な014召苗をみ羊フ t な〇1を马马训人■{ち A 陪を宁巧さし1み A/S 圧を营フト言巧^^か 
•運 おを停止しても、差込みプラグぴ童し込まれていると、約 asw の■力を消ましまず。 

•痛ち巧 巧 （高地•寒冷地など）では、所をの性能び確保でをないことびありまず。こうした場所での使巧はなるべくおなけくだをし、。 
•この巧品には、ミルおよび保温機能はありません。 


アフターサービス 


1. 保証害の内容のご確認と保管のお巧い 

がず r 販売店巧おぶびお買い上げ曰」をご確認のラ无、お買い上げの版 
売店か5到す取り、内容をよくお読みのうえ、大測こ保售してくださし、。 

S . 保証期間は、お買い上げ日より1年間 

ただし、巧ぶたノ くッキン•ポッド受执む/キンは消耗品のため、保証 
期間巧でも「有料」です。 

3. 修理を肋！されるとき 
C 保证巧間中 

製励こ保証きを滿えて、お買い上げの販売店にご持参くださし、。 
保証きの記載内容に基づき修理いたします。 

<巧亞期間を経ちしているとを》 

修理ずれば使用できる製励ま、ご要留こより有料修理し、たします。 


4. 補な用性能部品^の保有巧 n は、おを 
巧ち切りを5年巧 

《性能部品とはその製品の機能を維持するために化要な部品です。 

ち-巧理料金の仕組み 

修理料金は、巧術料•部品代•出張料などで構成されています。 
r 技術料 J は、診断•故障箇所の修理および部品交換•調整•修理完了 
時の点巧などの作業にかかる ま 用です。 
r 却品代 J は、修理に使巧した部品および補助材料代です。 
r 出史糾 は、製品のある場所へ巧術者を派遣する場合のき用です。 

■お客がご自身でのが理•分解や改造は組姉こしなし、で 
ください。 
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